
平成 27 年度遠野文化研究センター連携事業　

連続講座「『遠野物語』をめぐる人々
　　　　　　－柳田国男・葉舟・喜善・賢治そしてグリム－」

第１回：平成 27年 10月 19日（月）
　　　　『遠野物語』(柳田国男）と水野葉舟
　　　　　　　―本講座の趣旨説明を兼ねて―
講　師：小田富英
　　　　（『柳田国男全集』（筑摩書房刊）編集委員）

第２回：平成 27年 10月 26日（月）
　　　　『遠野物語』と佐々木喜善

講　師：三浦佑之（立正大学教授）

第３回：平成 27年 11月９日（月）
　　　　『遠野物語』と宮沢賢治

講　師：岡村民夫（法政大学教授）

第４回：平成 27年 11月 16日（月）
　　　　『遠野物語』とグリム (兄弟）

講　師：橋本孝（宇都宮大学名誉教授）

時間：午前 10時～正午
場所：武蔵野プレイス４階フォーラム
対象：18歳以上の方
定員：60名（超えた場合抽選）
申込：必要。詳細は裏面をご覧ください。
費用：1,800 円
コーディネーター：小田富英

【主　催】（公財）武蔵野生涯学習振興事業団
【問合せ】武蔵野プレイス生涯学習支援係　TEL:0422-30-1901

※写真は全て遠野市立博物館所蔵

　『遠野物語』著者の柳田国男、柳田に遠野の話を語った佐々木喜善、その 2人を引き合わせた水野葉舟、そして喜善の親
友であった宮沢賢治、『遠野物語』を中心に同時代の「知の連鎖」の相関関係を描いた人物像に光をあてます。また、その
連鎖の輪に時代と国境を越えて影響を与えたグリム兄弟にも目を向けます。コーディネーターを務めていただく小田富英氏
をはじめ、各回に魅力的な講師の方をお招きし、全４回を通して『遠野物語』をめぐる人々について学んでいきます。



＊応募方法＊　平成27年９月25日（金）必着、締切
次の■のいずれかの方法でお申込みください。
■往復はがき
　①住所 ②氏名（ふりがな） ③電話番号 ④性別 ⑤生年月日 を明記し、
　〒180-0023 武蔵野市境南町 2-3-18 武蔵野プレイス「遠野物語」係へ
■窓口
　郵便はがきを持って、武蔵野プレイス３階生涯学習支援係へ※受付時間：休館日を除く午前９時 30分～午後 10時
■インターネット
　「武蔵野市文化・スポーツ・生涯学習ネット」http://www.musashino.or.jp/musashinonet.html
 　※インターネットから申込んだ場合、抽選結果はお送りいたしませんので、各自申込サイトで確認してください。
　　抽選結果公開期間：平成 27年 10月６日（火）～ 10月 19日（月）

※お申込み時にいただいた個人情報は「武蔵野市文化・スポーツ・生涯学習ネット」を運営する武蔵野
　生涯学習振興事業団及び武蔵野文化事業団が管理運営する施設の予約及び教室の実施・運営に必要な
　範囲内で使用いたします。それ以外の目的で使用することはありません。

＊講師プロフィール＊

小田　富英
（『柳田国男全集』編集委員）

　
　1949 年東京生まれ。東京都公立小学校教員を３
６年勤め退職（うち武蔵野市立小学校２０年）。作
新学院大学特任教授を経て現在、遠野文化研究セン
ター研究員、日本地名研究所『地名と風土』編集長。
専門は、社会科教育、柳田国男研究。
　現在刊行中の『柳田国男全集』の編集委員として、
解題作業、新資料収集、柳田国男新年譜の作成にあ
たる。共著に、『柳田国男伝』（三一書房）、『犯罪の
民俗学　２』（批評社）、『わいわい学級』（現代書館）
など。論文に、「野に生きる　水野葉舟論」や「平
地人とはだれか」（共に『伊那民俗研究』と『遠野学』
で三回連載）ほか多数。

三浦　佑之
（立正大学教授）

　
　1946 年三重県生まれ。成城大学大学院博士課程
修了。現在、立正大学文学部教授、千葉大学名誉教
授。遠野文化研究センター顧問。専攻は古代文学、
伝承文学。著書に、『浦島太郎の文学史』（五柳書院）、
『古代叙事伝承の研究』（勉誠社）、『昔話にみる悪と
欲望』（新曜社）、『口語訳古事記』（第１回角川財団
学芸賞受賞）『古事記講義』『古事記を旅する』（以上、
文藝春秋。文春文庫）、『日本古代文学入門』（幻冬舎）
『金印偽造事件』（幻冬舎新書）、『古事記のひみつ』（吉
川弘文館）、『日本霊異記の世界』（角川書店）、『古
事記を読みなおす』（ちくま新書、第１回古代歴史
文化みやざき賞受賞）、『古代研究　列島の神話・文
化・言語』『増補新版　村落伝承論　遠野物語から』
（以上、青土社）、ほか。

岡村　民夫
（法政大学教授）

　
　1961 年、横浜に生まれる。立教大学文学研究科
単位取得満期退学（フランス文学専攻）。現在、法
政大学国際文化学部教授。宮沢賢治学会イーハトー
ブセンター副代表理事、四季派学会理事、スイス史
研究会会員。近現代の芸術や思想を場所との関わり
という観点から研究する。
　主著に、『柳田国男のスイス―渡欧体験と一国民
俗学』（森話社、2013 年）、『イーハトーブ温泉学』（み
すず書房、2008 年。第 19回宮沢賢治賞奨励賞受
賞）、『旅するニーチェ　リゾートの哲学』（白水社、
2004 年）、ほか。

橋本　孝
（宇都宮大学名誉教授）

　
　1934年生まれ。中央大学大学院ドイツ文学専攻
博士課程満期修了。宇都宮大学に32年間奉職、ヴュ
ルツブルク・エアランゲン大学客員教授、宇都宮大
学国際学部大学院教授を経て、退官。2014 年より
吉備国際大学客員教授。現在、宇都宮大学名誉教授
、日本グリム協会会長、日独協会連合会副会長、と
ちぎ日独協会会長。
　2012 年より遠野市とドイツ・シュタイナウ市の
友好都市提携に向け尽力中。専門はグリム兄弟およ
び昔話（童話）、医療・福祉、ベーテル研究。『遠野物語』
独訳の監修。「佐々木喜善とグリム兄弟」について
解説。
　著書、『グリム兄弟とその時代』（パロル舎）、グ
リム兄弟編『子どもと家庭の昔話』全訳（西村書店）、
『奇跡の医療・福祉の町ベーテル』（西村書店）「日
本のグリム佐々木喜善」（雑誌「遠野学」）などの著書、
論文多数。


